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研究成果の概要（和文）：超高齢社会における介護予防には、認知症とともにサルコペニア・フレイルを予防す
ることが重要である。本研究においては、77～81歳の高齢者を対象に、口腔機能（口腔乾燥、咬合力、舌口唇運
動機能、舌圧、咀嚼能力、嚥下機能）とサルコペニア・フレイル発症との関連について検討した。その結果、舌
圧と咬合力は筋力（握力）と有意に関連した。嚥下機能および舌口唇運動機能は身体能力（歩行速度）と有意に
関連した。これらの口腔機能指標は身体的フレイルの指標として有用である可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Prevention of sarcopenia and frailty as well as dementia is important for 
the prevention of long-term care in a super-aging society. In this study, we investigated the 
relationship between oral functions (oral wetness, occlusal force, tongue-lip motor function, tongue
 pressure, masticatory performance, and swallowing function) and the development of sarcopenia and 
frailty in elderly subjects aged 77 to 81 years. The results showed that tongue pressure and bite 
strength were significantly associated with muscle strength (grip strength). Swallowing function and
 tongue-lip motor function were significantly associated with physical performance (walking speed). 
The results suggest that these oral function indices may be useful as indicators of physical 
frailty.

研究分野： 歯学

キーワード： サルコペニア・フレイル

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
要介護状態や寝たきりの原因とされているサルコペニア・フレイルの発症と口腔機能低下症との関連を明らかと
し、介護予防につなげることが必要である。本研究の結果から、舌圧、咬合力、嚥下機能、舌口唇運動機能とい
った口腔機能指標は、高齢者の身体的フレイルのスクリーニングに有用である可能性が示された。さらに検討を
進めることで、サルコペニア・フレイルを発症する基準値等の算出やサルコペニア・フレイルを予防するための
口腔機能低下の診断基準を示し、口腔機能の維持・改善から介護予防につなげることで、医療費や社会費用の削
減をもたらす可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
要介護状態，寝たきりの予防には口腔機能の維持，向上が重要であるという認識が広まり，運

動機能向上，栄養改善に加えて口腔機能向上プログラムが介護予防事業の中で実施されている．
2016 年には，老年歯科医学会が，口腔衛生状態，口腔乾燥，咬合力，舌口唇運動機能，舌圧，咀
嚼機能，嚥下機能といった 7つの口腔機能検査から高齢者の口腔機能を評価する「口腔機能低下
症」の概念と診断基準を提唱した．さらに，2018 年には，口腔機能低下症という病名が保険収
載され，多くの歯科医療従事者が口腔機能の改善，維持に向けた口腔機能管理を行っていくきっ
かけとなった． 
しかしながら，課題の申請時において，口腔機能低下症の診断基準を示した論文の多くは，入

院患者や要介護高齢者を対象としていたため，健常高齢者、特に後期高齢者における口腔機能に
関するデータは不足しており，「要介護状態や寝たきりを予防するために口腔機能低下症を評価
する」という概念と合致していなかった．また，加齢とともに生じる筋力や巧緻性の低下などの
理由により，口腔機能は低下することが予想されるが，生理的老化を考慮したうえでの高齢者の
口腔機能の正常値については明らかとされていなかった． 
そのため，70歳，80歳，90 歳という異なる年齢群の健常高齢者を対象として調査を行い，各

年齢群における口腔機能の正常値を明らかとしたうえで，要介護状態や寝たきりの原因とされ
ているサルコペニア・フレイルの発症と口腔機能低下症との関連を明らかとし，サルコペニア・
フレイルを予防するための口腔機能低下症の診断基準を再評価する必要があった． 
 
２．研究の目的 
 
本研究では，自立した生活を送る 70 (±1)歳，80 (±1)歳ならびに 90 (±1)歳の，2400 名を

超える高齢者のデータベースを最大限利用する，これまで行ってきたベースライン調査，3年後，
6 年後の追跡調査に加え，9 年後の追跡調査を行い，各年代群における口腔機能の正常値と変化
を明らかにすることを目的とした． 
 
３．研究の方法 
（1）分析対象者 
すでにベースライン調査を行った 70歳，80歳，90歳の自立した生活を送る高齢者約 2400 名．
70 歳群の 9 年後までの追跡調査，80 歳群，90 歳群の 6 年後までの追跡調査は完了しており，
2020 年度は 80 歳群，2021 年度は 90 歳群の 9年後の追跡調査を行う予定としていたが，コロナ
感染状況の悪化により 2020 年度は調査を行うことができなかった．2021 年度は，感染対策に十
分配慮したうえで，2020 年度に予定していた 80 歳群ならびに元々予定していた 90 歳群に対す
る会場調査を行った．2022 年 3 月末までに 266 名（80 歳群 165 名（伊丹地区 77 名，朝来地区
25 名，板橋地区 38名，奥多摩地区 25 名），90 歳群 101 名（伊丹地区 45名，朝来地区 19名，板
橋地区 28名，奥多摩地区 9名））の調査を終えた． 
（2）調査項目 
口腔機能をはじめ，医学的，心理学的，社会学的に詳細なデータを収集する． 
①口腔内検査 
歯の検査（歯数，齲蝕，修復状況，咬合状態），歯周病検査を行う． 
②口腔機能検査 
Tongue Coating Index（TCI）法による舌苔付着程度の記録，口腔水分計ムーカス（ライフ社）
を用いた口腔粘膜湿潤度の評価，デンタルプレスケール（ジーシー社）を用いた咬合力計測，オ
ーラルディアドコキネシスによる舌口唇運動機能計測， JMS 舌圧測定器（ジェイ・エム・エス
社）を用いた舌圧計測，咀嚼能率測定用グミゼリー（UHA 味覚糖社）を用いた咀嚼能率計測，the 
10-item Eating Assessment Tool（EAT-10）を用いた嚥下機能評価を行う． 
③栄養摂取状態の調査 
アンケート方式の質問票（Brief self-administered Diet History Questionnaire）を用いて，
約 30 種類の栄養素の摂取量を推算する． 
④血液検体，生理機能検査 
動脈硬化関連指標の評価では，血圧，体脂肪率，筋肉量などの体組成，超音波検査による総頸動
脈壁厚・流速測定を行う．動脈硬化は，頸動脈エコーによって計測した総頸動脈内中膜複合体厚
を指標とする． 
⑤認知機能検査 
MoCA （Montreal Cognitive Assessment）日本語版（Fujiwara et al. 2010）を用いる． 
⑥身体ならびに身体機能計測 
身長，体重，筋肉量，握力，歩行速度などの身体機能計測，手段的日常生活動作（IADL）とあわ
せて，握力，歩行速度，ステッピング，立ち上がりを測定し，サルコペニア・フレイルについて
評価を行う． 



⑦遺伝要因 
認知機能や動脈硬化性疾患との関連が報告されている一塩基多型について分析する． 
⑧社会経済要因 
質問票を用いて，教育年数，外出頻度，交流回数，居住形態，幸福度，うつ状態を評価する． 
（3）分析方法 
得られたデータから，70 歳，80歳，90歳といった異なる年齢群の中で健常高齢者における口腔
機能の実態を明らかにし．各年齢群の口腔機能の基準値を算出する．また、世代や社会経済要因
等の交互作用を考慮した上で縦断的解析を行い，口腔機能がサルコペニア・フレイルの発症にど
のように関連するかを検討する． 
 
４．研究成果 
 対象者のうち 70 歳群の 511 名（男性 254 名，女性 257 名，77～81 歳）のデータを用いて分析
を行った．その結果、舌圧と咬合力は筋力（握力）と有意に関連し，特に舌圧が握力と最も強く
関連することが示された。嚥下機能および舌口唇運動機能は身体能力（歩行速度）と有意に関連
し，嚥下機能が歩行速度と最も強く関連することが示された。 

 握力に関する一般線形モデルの結果  

独立変数 β (95%CI) ｐ値 

性別  -0.90 (-1.08 - -0.73) <0.01 

体重 0.31 (0.22 - 0.40) <0.01 

口腔乾燥 0.01 (-0.04 - 0.07) 0.69 

咬合力 0.12 (0.05 - 0.18) <0.01 

舌口唇運動機能  0.05 (-0.004 - 0.11) 0.07 

舌圧  0.13 (0.07 - 0.18) <0.01 

嚥下機能 0.04 (-0.02 - 0.10) 0.16 

残存歯数 0.01 (-0.06 - 0.07) 0.86 

従属変数: 握力(kg) 
β: 標準回帰係数 
CI: 信頼区間 

 

 歩行速度に関する一般線形モデルの結果 

独立変数 β (95%CI) ｐ値 

性別 0.56  (0.29 - 0.84) <0.01 

体重 0.21  (0.08 - 0.35) <0.01 

口腔乾燥 -0.02 (-0.10 - 0.07) 0.67 

咬合力 0.07  (-0.03 - 0.18) 0.17 

舌口唇運動機能 0.12 (0.03 - 0.21) 0.01 

舌圧  0.03 (-0.05 - 0.12) 0.46 

嚥下機能 0.15  (0.06 - 0.24) <0.01 

残存歯数 -0.02  (-0.13 - 0.08) 0.68 

従属変数:歩行速度 (m/s) 
β: 標準回帰係数 
CI: 信頼区間 

 
今回の分析は，複数の口腔機能指標と身体的フレイルの関連性の強さを比較する世界で初め

ての研究と言える．口腔の筋力（舌圧）は全身の筋力（握力）と関連し，口腔運動機能（嚥下機
能）は身体能力（歩行速度）と関連することより，口腔機能測定が身体的フレイルの指標として
も有用である可能性が示唆された． 
 今回の分析は横断的なものであったため，口腔の健康状態の低下が身体の健康状態の低下に
先行するのか，逆か，あるいは両者が同時に発生したのかを判断できず，その関連性を通して因
果関係を決定することはできていない．これまでの研究から，口腔の健康状態の低下は食事に影



響を与え，それが身体的フレイルの発生に寄与する可能性が示唆されている．今後は集めた高齢
者のデータを縦断的に追跡し，影響の方向性を明らかにすることが必要である． 
また，集めたデータを用いてさらに検討を進めることで，サルコペニア・フレイルを発症する

基準値等の算出やサルコペニア・フレイルを予防するための口腔機能低下の診断基準を示すこ
とができると考える．それにより口腔機能の維持・改善から介護予防につながり，医療費や社会
費用の削減をもたらす可能性がある． 
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